
・敬愛会で導入している介護テクノロジーの種類及び経緯と進め方
・職員の反応と課題等

【栃木県高齢対策課より】
・介護テクノロジー定着支援事業費補助金の実施状況や、補助した
テクノロジーの種類、今後の動向等について

現場で進む介護テクノロジー導入
～成功の秘訣とつまずきポイント～

（一社）栃木県老人福祉施設協議会

講師

社会福祉法人敬愛会 理事長 滝田 勇人氏

主催
問合せ先

令和８年１月２６日（月）1４:０0～1５:３0

開催場所 とちぎ福祉プラザ 第2研修室
（宇都宮市若草1丁目10番6号）

対象者 希望者（介護に関わる人）

受講料 無 料
※栃木県老施協会員・準会員以外は3,000円

申込方法 栃木県老施協サイトよりお申込みください
( https://www.jstochigi.jp/ )

申込締切 １月1９日（月）まで

介護業界の人財不足が深刻化し、現場の負担がますます増え、各施設において
は人財の確保に大変苦労していることと思います。
人財不足を補う方法の一つとして、介護テクノロジーの導入があります。介護

テクノロジーは適切に運用することで現場の負担を軽減してくれます。
今回、介護テクノロジーを積極的に導入している施設の事例をご紹介いただき、

今後の介護テクノロジーの導入や活用の参考になればと思います。

一般社団法人 栃木県老人福祉施設協議会
TEL：028-666-1294 FAX：028-666-1295

主な研修内容

https://www.jstochigi.jp/
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